
地

球

節

二

傘

第
六
班

富

江

熔

岩

隠

避

の

研

究

ノ
ア
♪

孤
諭
-

野

･iS
L
り

概
況

-
野
枕
の
.刑
登
米
-

野
坑
6
1捌
措
物

-
肘
枕
り

巾ア
ナ

慣
指

地
-
泊
池
打
舵
非

沈

-
非
北
開
の
協

絹
地
～
桝
網
漁

不
知
非
坑

の
脱
税

-
非
坑
の
関
数
髭
-
肘
枕
ー
迫
逝
け
柁

非
耽
､
桝
珊
北
不
知

ユ
リ
ア
ナ

γ
ナ

非加古の捌伸
-

腿
迫
に
つき仰Fr
甘食
革⊥

本糸状-枇諭

二

線

論

長
崎
螺

南

於
浦

郡
富
江
町

は
五
島
渦
江
島
の
南
部
に

ぁ
る
隼
島
地
域
に
し
て
東
北
に
富
江
関
を
有
し
基
準
島

の
基
部
な
る
閣
北
部
は
中
蕉
代
の
地
に
按
薦
せ
る
も
の
,

に
し
て
鮮
新
世
か
洪
潰
壮
頃
に
渦
中
に
噴
出
せ
る
火
山

讃
層
を
基
雅
と
し
て
其
止
霊

甘
通
の
玄
武
号

音

租
酸

性
多
き
玄
武
岩
の
噴
出
あ
-
て
素
地
を
成
せ
る
も
の
な

り
だ
せ
ら
れ
た
-
､
然
れ
.f/J
も
西
部
に
は
中
生
代
の
岩

上
に
玄
武
岩
の
流
勤
し
で
接
触
声
質
を
典

へ
居
る
を
見

れ
ば
或
は

7
部
陸
上
に
も
噴
出
物
を
流
せ
し
も
の
火
山

岩
層
上
以
外
に
も
及
び
し
な
ら
ん
'
其
洗
勤
陸
将
に
藩

巨∃ ⊂コ E≡;ヨ周 囲園匡ヨ
博せ中層職沖宕障花岩玲 岩鼠玄櫛凱U火



L
JFJ兼
.め
車主
用
な
る
骨
的江
焼
栗
小魚
地
を
作
成
せ
L
t･･5-

噴
出
の
中
心
は
牛
島
の
中
央
粕
北
部
に
在
る
只
狩
山
及

び
基
東
南
な
る
番
所
山
を
中
心
･),J
L
で
四
方

に
洗
下
せ

L
が
如
し
.
此
の
熔
岩
藁
地
は
面
鏡
十
四
平
方
肝
に
及

び
此
の
中

に
数
多
の
熔
岩
隠
遁
を
造
る
｡
隊
迫
の
車
'

吾
人
の
探
知
し
得
し
-
の
は
六
筒
に
L
で
随
道
内
に
入

る
を
得
る
も
の
な
ら
.
其
他
に
荷
敷
衝
の
瞳
造
あ
-
.+

今
此
鹿

に
報
普

せ
ん
ど
す

る
も
の

は
所
謂
発

不

知

の
J非

γ
十

坑

､

通
過
吋
能
井
洗
'
野
坑
p
甫
各
班
.

1
本
桧
坑
の

五
随
道
に
し
て
其
中
経
米
蔵
も
有
名
な
る
も
の
は
通
過

可
碓
井
坑
､
及
び
黒
島
に
通
す
ビ
挿
せ
ら
る
､ゝ
所
謂
先

不
知
非
枕
の
二
坑
な
れ
で
も
余
の
調
査
せ
る
鮎
某
に
よ

れ
ば
野
仇
は
薫
も
注
意
に
惜
す
る
も
の
だ
-
､
りtiJは
前

二
者
は
憧
進
の
内
部
が
入
口
よ
-
燐
-
し
て
標
式
的
な

ろ

熔
岩
使

道
左
-
と
し
で
早

-
よ
り

地
質
尊

者

に
推
禰

せ
ら
れ
た
る
が
翁
め
多
販
人
の
糎
湖
に
委
さ
る
ヽ
こ
,̂,

久
し
-
兼
め
に
熔
岩
鍾
乳
石
或
は
熔
岩
石
箱
の
如

き
も

の
は
多
-
破
壊
せ
ら
れ
た
る
に
反
し
.
野
椛
は
吾
人
の

探
知
L
閏
る
肝
酢
に
於
で
最
大
な
る
も
の
に
し
て
然
も

橋
架
鍾
乳
石
右
端
等
が
天
然
の
状
態
に
額
は
完
全
に
据

付
‖
江
熔
･=k
雌
泣
G
.耶
究

ム布
せ
ら
る
＼
を
以
っ
て
打･6-
0

/
FJLr

二
七
野

坑

の
捕
況

大
正
十
三
年
八
月
光
現
在
の
状
態
｡
研
究
の
方
法
は

入
口
よ
-
奥

に
向

つ
て
右
側
左
側

,̂JJ
翻
し
距
離
は
左
側

に
漕
ひ
底
よ
-

1
米
突
の
高
さ
に
於
て
測
～,,隊
道
の
高

さ
は
中
火
の
最
高
邸
を
測
足
す
0
幅
は
同
じ
-
底
よ
-

.i
米
の
高
さ
に
於
て
側
壁
に
荘
角
に
測
る
O
以
上
三
種

(高

さ
距
離
幅
)
の
.測
量
か
各
十
米
寿
に
行
ふ
｡
距
離
は

左
側
壁
に
数
字
か
･F以
て
各
十
米
毎
に
光
数
を
側
壁
の
岩

に
鎚
に
て
彫
刻
せ
-
∴∪
坑
道
即
ち
隠
退
の
方
向
は
担
化

あ
る
庶
毎
に
測
-
北
iLJ.基
準
ビ
し
て
何
度
東
成
は
何
投

西
･/J
標
し
.
底
の
傾
斜
は
注
意
し
て
各
十
光
春
に
測
る

か
本
則
YJ
兼
し
た
る
も
捷
化
無
き
時
は
略
し
た
る
こ
ど

め
-
｡
概
し
て
野
坑
及
び
二
筒
の
井
坑
は
陸
送
の
状
態

略
同

H
jも

｡
即
ち
高
さ
平
均
四
｡八
米
-
幅
平
均
七
｡

立
米
に
し
て
底
の
傾
斜
は

7
股
に
甚
だ
少
に
し
て
時
々

.i
皮
乃
至
二
姪
の
傾
斜
を
有
す
る
も
多
-
は
傾
斜
な
し

叉
時
々
上
昇
の
角
皮

1
皮
乃
至
二
度
な
る
事
あ
る
も
.

を
は

山
小
部
分
の
現
象
に
し
て
多
-
は
落
石
等
の
関
係

よ
-
上
昇
せ
る
加
-
戚
せ
し
め
た
る
も
の
ど
恕
は
る
.

i(Y.:瓶

三

三



地

球

側
壁
は
三
光
乃
至
脚
光
の
高
さ
ま
で
は
底
面
に
垂
直
に

し
て
そ
れ
よ
-
天
井
に
向
つ
て
ア
ー
チ
形
を
な
せ
ヵ
｡

帝
に

熔
岩
瞳
迫
の
婚
微
と
し
て
注
意
す
可
き
ほ
側
壁
に

流

動

の

方

向

に
傭

肢

か

生

じ
た

る

こ

ど

な

-
.

底

面

は

火
山
衣
泥
の
平
地
な
る
あ
-
､
落
石
の
推
耕
せ
る
も
の

か
.-l
｡
隠
逸
の
底
面
の
本
雑
の
熔
岩
の
示

地
面
の
露
出

め
-
Q
叉
側
壁
に
は
熔
岩
種
乳
石
あ
-

底
面
に
は
石
箱

め
-
て
本
隊
池
に
於
で
黄
も
華
-
保
存
せ
ら
る
｡

ノ
アウ

三
.
野

坑

の
調
査
褒
ハ即
位
は
米
松
用ふ
)

･!

方 i
向 l
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傾
斜
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石
め
り

上
二

⊥
完

〇
･

J-. 下 LJJ'f･J戊粍

蒜. ..i.I: 1h:日 ミ
1j:

:｢転摘汚㌻妄椿
山村
鮒
孔
石
敗

脚
め

り

石
竹
み
-

州
に
針

状
熔
･=打
め
り

側
に
は
高
さ

山
北
ま
で
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地

球

に
於
で
も
之
を
見
た
-
｡
此
等
は
今
は
取

-
去
ら
れ
九

る
も
早
晩
再
生
の
怖
あ
る
可
し
｡
動
物
に
は
隔

7
托
長

さ
二
粕
尾

l
粍
許
tLb
る
節
足
動
物
が
二
官
十
二
兼
の
地

鮎
の
右
側
の
小
な
る
水
満
車
に
あ
る
を
鬼
た
る
外
.
編

厩
の
煉
火
を
滅
し
た
る
､と屡
々
に
し
て
基
調
膏
､
鳴
肇

は
奥
洗
-
な
る
に
従
っ
て
益
々
甚
し
き
を
兇
え
た
-
.

五
七
野
坑
の
惜
落
池

野
坑
は
隠
遁
を
な
せ
る
も
の
～
閣
方
に
速
璃

-
て
階

路
地
百
米
あ
-
地
表
よ
ゎ
洗
･り-病

十
米
に
及
ぶ
O
瞳
迫

の
口
よ
ゎ
酉
方
に
向
つ
て
測
る
に
陪
蕗
の
方

向
は
北
音

圧
兼
に
四
十
兼
ッtJ.れ
よ
-
加
排
し
て
北
五
十
段
閣
ど
な

り
十
米
に
し
て
北
四
十
度
蛸
に
建
じ
三
十
米
同
方
向
を

梶
持
し
北
六
十
度
因
に
壁

し
て
二
十
米
に
及
ぶ
其
西
端

に
も
地
形
上
よ
-
見
れ
ば
隠
遁
の
藤

春
を
思
は
し
む
｡

六
.
通
過
可
能
井
坑

西
方
の
入
口
は
求
に
向
ひ
地
表
よ
-
坑
道
に
斜
面
を

な
し
て
降
る
可
-
其
坑
口
大
に
し
て
天
井
高
-
初
よ
-

野
坑
の
中
火
に
於
け
る
太
さ
を
有
せ
-
､
底
は
多
-
は

次
泥
に
し
て
落
石
せ
る
所
あ
-
奥
行

(入
口
よ
-
出
口

に
至
る
囲
)
七
十
二
兼
だ･bれ
ば
入
口
に
で
後
方
よ
･･-
の

鰐
二
番

第
六
班

宍

(

三

流

光
線
侵
入
少
-
な
る
に
従
ひ
出
口
よ
-
A

-
氷
る
光
線

次
舘
に
唐
卸
す
る
を
兇
ゆ
殆
ん
で
中
央
に
於
で
屈
折
す

(北
七
十
五
度
束
よ
り
北
肯
定
凍
ど
な
れ
-
)

七
､
井
坑
問
の
陥
落
地

井
坑
の
天
井
階
落
せ
し
も
の
に
し
て
四
十
二
兼
あ
-

北
部
に
於
で
は
蹄
酉
に
傾
-
も

1
股
に
殆
ん
.I,JJ
南
北
の

方
向
に
走
れ
-
｡
南
方
に
於
て
所
謂
兼
不
知
非
坑
の
ロ

ど
な
れ
-
雅
草
木
借
落
地
に
生
せ
-
｡

<
.p
所
謂
兜
不
知
井
坑
の
概
説

普
通
非
坑
ビ
揮
す
る
も
の
･Li
し
て
北
緯
三
十
二
墜

二

十
玉
弁
二
十
九
秒
東
捉
宵
二
十
八
度
四
十
六
分
三
十
秒

嘩
=讐

1十
朱
の
地
に
あ
る
も
其
随
通
の
底
は
標
高
十
兼

内
外
な
る
吋
し
｡
井
坑
の
口
は
殆
7,,
北
に
向
き
其
口
は

北
二
十
五
度
束
の
方
向
に
向
つ
て
進
む
.
其
高
さ
幅
等

は
野
穴
ビ
大
同
小
異
に
し
て
'
基
底
は
寓

九
十
米
沢
傍

･よ
-
泥
酵
漸
-
洗
-

二
百
兼
の
奥
に
於
て
は
幅
を
測
る

謂
め
の
行
動
す
ら
困
難
な
-
Q
二
官
九
米
の
地
瓢
の
右

側
に
は
水
の
吸
込
所
あ
-
O
湖
潮
時
に
は
潮
水
之
よ
-

噴
出
す
る
-
の
ゝ
如
-
余
は
干
潮
時
に
潮
水
を
吸
込
む

状
況
を
目
撃
せ
-
〇
二
百
四
十
兼
の
所
に
は
泥
棒
深
さ



〇
･四
米
L
J及
ぶ
ー随
池
内
の
翻
.汐
TT
溝
の
巽
は
伽
m
測
す

る
に
寧
米
実
に
は
及
ぼ
ざ
る
可
し
｡
二
gE
七
十
米
以
後

は
距
酢
の
測
最
も
困
難
yJ
な
-
た
れ
は
目
測
を
以
て
水

中
を
二
十
来
宛
進

む
｡
水
は
既
に
泥
樺
を
脊
せ
殆
t,JJ
1

米
共
に
嘩
す
｡
水
中
に
落
石
あ
-
四
十
米
の
通
商
せ
る

島
一ぜ
な
す
O
此
時
随
迫
は
看
坪
す
ct
l
切
の
品
は
餅
上

に
頂
け
る
も
芋
は
泥
浬
だ
水
に
ぬ
れ
て
使
用
し
難
し
｡

史
に
水
中
を

手
†
米
宛
進
み
､
再
び
落
石
の
島
上
二
光

か
･J行
F
J､
次
に
水
中
を
玄
米
､洛
村
上
卓

7
米
､
水
中
を

川
米
進
行
す
｡

此
時
既
に
潮
水
'
塞
冷
に
で
締
精

練

難

を
忠
は
し
む
｡
故
に
水
泳
も
此
れ
迄
に
て
止
む
.
時
に

水
上
よ
-
天
井
の
熔
岩
ま
で

二

三
米
泥
棒
止
の
L水
中

を
泳
げ
-
p之
よ
-
七
光
実
の
先
に
で
隠
遁
は
左
折
す
〇

九
へ
弗
坑
の
調
査
襲
(駆
使

米
)
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布
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滞

石

成

る

比
に
滋
側
油
布
Hl
那
綻

棒

柵
く
多
L

隅
湖

畔
11
水
榊
加
す

る
な

る
吋
し

滋
よ
り

幅
は
怨
俺

で氾
解
り

馬
均
非
行

㈹
難

箭
紅
粉
山村
階
造
り
研
究
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二
〇
･

三
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〇
｡

ル
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･
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･

二

･〇
二
Jr
C
･

塊
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八
･
繋

ヒ
.堅
一
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牢
C

[拙

半

旗

lIノ

三

Jt10
･
毒

0
痛
九

十

煙

lL-メ

東
側
に
水
の
噸
込
め
り

此
間
氾
柑
O
｡川
北

天
落
石
ー

枕
崎
新
名
ね
孤

に
苦
せ
る
も
の
め
り

落

石

以
後
は
精
密
に
測
薫
困
難
LJ･･る
も
奥
行
距
離
三
督
七
十

来
附
近
に
て

水
上
の
天
井
ま
で
の

距
離

∵

三
光
あ
る

か
測
-
苗
七
光
の
奥
に
て
洗
波
の
左
折
す
る
を
見
た
-

大
正
十
雲
年
八
月
三
十

1
日
午
後
九
時
十

八

分

手

潮
時
)
測
量
絡
｡

十
.
野
坑
､
通
過
可
能
井
坑

所
謂
先
不
知
非
坑
ど
の
関
係

野
杭
は
北
緯
三
十
二
段
三
十
韮
分
三
十
五
秒
ー
標
高

二
十
北
米
の
所
に
地
上
に
常
水
に
及
ぶ
陪
路
地
あ
-
莱

邦
に
薮
を
以
て
蔽
は
れ
入
口
は
注
意
せ
ざ
れ
ぼ
知
る
可

か
ら
ず
O
其
の
入
口
は
西
に
向
ひ
て
長
さ
は
概
し
て
東

に
向
つ

で
紺
青
十
米
に
及
び
最
後
の
曲
折
は
入
口
よ
ゎ

三
百
八
十
五
.米
の
鮎
に
於
で
左
折
し
て
北
八
十
度
米

に

第
二
容

第
六
紛

穴PO

芸
<

な

れ

-
o

通
過
可
髄
井
坑
の
西
方
の
入
口
は
北
八
十
度
乃
至
九

十
比
東
に
し
て
野
坑
の
入
日
ょ
-
約
四
官
米
俺
に
し
て

其
入
口
の
松
岩
落
込
み
あ
-
｡
斜
面
を
な
し
坑
内
に
入

る
状
態
ビ
野
比
の
奥
に
於
け
る
落
石
の
状
態
ど
よ
-
し

て
此
断
に
落
石
多
量
に
し
て
蓬
に
両
班
通
過
不
可
能
ど

な
-
し
も
の
影
野
坑
の
奥

に
於
て
は
人
工
を
加

へ
て
通

過
の
全
然
出
雑
ざ
る
標
に
な
し
た
る
が
如
し
｡
傭
外
部

地
上
の
地
勢
上
よ
-
観
察
す
る
に
野
杭
の
進
行
の
方
向

は
谷
の
方
向
ビ

7
致
せ
る
-
の
に
し
て
焼
栗
の
流
動
し

て
行
-
発
き
が
低
き
に
向

へ
る
も
の
に
し
て
他
方
に
低

所
に
向
ふ
可
き
地
無
き
よ
-
し
て
も
通
過
可
能
非
坑
に

連
覇
す
可
さ
も
の
た
る
可
L
O
野
坑
の
傾
斜
角
皮
ビ
所

謂
党
不
知
井
伏
ど
の
傾
斜
角
度
よ
-
見
る
も
通
番
せ
る

ビ
見
る
は
脊

哩
的
な
る
も
の
な
-
'
随
道
の
太
さ
に
於

で
も
連
潰
せ
る
も
の
ビ
見
る
も
不
食
埋
L･̂
き
が
如

し
｡

今

野
坑
の
最
終
鮎
が
落
石
を
以
て
終
れ
る
所
を
見

る
に

外

部
の
地
勢
は
恰
も
傾
斜
大
な
る
斜
面
に
て
舶
暫
し
又

通
過
可
能
井
坑
の
入
口
に
於
で
そ
の
天
井
の
熔
岩
の
惇

rJ
が
伴
に

山
水
な
る
か
に見
れ
ば
亀
裂
あ
る
焼
川巾村
の
訂
ハ井



が
落
下
し
て
進
に
此
の
野
鵜
の
終
鮎
を
作
-
た
る
も
の

な
る
こ
,/J
を
想
は
し
む
l｡
問
､
野
坑
の
最
終
鮎
に
於
け

る
随
迫
の
方
向
'J
通
過
可
能
井
伏
の
入
日
の
使
道
の
方

向
ビ

!
致
せ
る
こ
A,J
は
両
者
の
連
蔚
せ
る
事
空

が
す
も

の
小甘
Tl｡
通
過
吋
碓
井
坑
は
七
十
二
米
に
し
て
出
口
あ

鳥

そ
れ
よ
-
四
十
二
突
笑
問
天
井
陪
落
し
て
凹
地
を

な
し
所
謂
先
不
知
井
坑
に
通
す
る
二
だ
教
も
明
瞭
な

り

野
坑
は
入
日
の
西
方
に
甘
米
英
の
階
落
地
あ
-
0
其

両
方
に
は
坑
あ
る
吋
-
想
像
せ
ら
る
ヽ
部
分
あ

-
.
其

西
部
に
吸
込
あ
-
て
之
に
通
縛
す

る
地
勢
は
低

溝
状
の

地
な
-
O
野
坑
の
昭

落
部
よ
-
先
不
知
升
坑
に
至
る
吾

人
の
L測
量
せ
し
距
経
は
賓

に
千
四
十
四
米
に
及
ぶ
Q

十

叫
.
陸
運
に
つ
き
樽
詑

甘
.
何
時
の
頃
に
か
僧
侶
あ
-
二
走
の
犬
を
つ
れ
て

野
尻
に
入
-
L
が
奥
洗
-
A
-
て
瓦
斯
の
謂
め
死
せ
し

か

1
疋
の
犬
は
出
亡
た
-
三

省
ふ
､
其
僧
侶
の
墓
Lj
る

か
野
坑
の
奥
に
は
碑
石
様
の
も
の
立
て
ら
れ
た
-
.､
稗

此
軍
神
の
筒
音
両

造に
別
れ
て
先
仁
G
-
む
得
L
が
如

き
模
様
あ
-
L
が
如
し
,,J
.
≡

?字

年
前
の
記
憶
卓
思

二

二
↓

ひ
出
て
話
す
人
も
あ
-

.

山
説
に
僧
侶
は
所
謂
北
不
知

付
川
江
棒
1:1.対
陣
路
の
抑
究

の
井
坑
に
行
き
し
-
の
に
し
て

1
定
の
犬
は
除
法
の
水

-･-●~毒

中
宮

械
ぎ
て
黒
島
の
_
)道

に
出
で
た
る
も
僧
侶
は
鐘
ら

や
ti･4
わ
に
け

-
竺

苫
ふ
｡
或
は
又
'
犬
に
あ
ら
や
難
を

持
ち
行
き
し
な
で
云
ふ
も
あ
-
｡
案
ず
る
に
前
説
は
吾

人
踏
査
に
よ
hユ
J
毅
酸
瓦
斯
斬
無
き
こ
ご
は
知
-
待
た

る
む
以
て
野
坑
は
奥

に
到
達
す

る
も
瓦
斯
中
春
の
危
険

な
き
も
.
或
は
通
行
中
落
石
に
打
た
れ
L
が
如
き
薪
あ

り
に
L
や
｡
後
説
の
か
-
ん
は
非
坑
に
新
で
は
先
は
海

水

侵
入
し
あ

-
水
温
は
非
常
に
塞
袷
に
し
て
盛
夏
の
候

ビ

雅
も
長
-

其
冷
水
中
に
あ
る
時
は
身
鯉
の
自
由
を
失

ふ
に
至
る
は
明
か
侵
-
0
さ
れ
ば
洗
口
よ
ゎ
四
百
来
以

上
の
奥
に
て
無
印
に
水
中
を
進
行
す

る
は
免
除
に
て
僧

侶
の
樽
説
の
轍
か
ふ

む
に
至
る
こ
ど
あ
ら
ん
｡

T･
･リ
T
∫

十
二
､
百
合
坑

膚
令
坑
は
野
坑
の
旧
落
部
の
西
端
の
北
方
約
百
米
の

地
に
不
毛
の
荒
地
の
内
に
熔
岩
の
情
落
あ
-
其
陥
落
の

口
形
は

ロ
の
如
き
州
十
角
形
を
な
せ
-
｡
坑
口
の
幅
は

C
去

来

あ
f=
･0
熔
岩
随
法
の
天
井
の
階
落
せ
る
も
の
に

し
て
､
天

井

よ
-
地
上
ま
で
の
r距
離

○
立

米
な
れ
ば
落

石
の
最
大
守

｡
ず
し
て
然
も
随
進
の
底
に
高
-
L･<
れ
る

㌔

‥

三
九



地

球

を
以
て
.
入
坑
に
便
な
-
O
随
道
は
是
よ
-
東
南
及
西

北
の
方
向
に
延
長
す
､
兼
南
の
･も
の
は
北
百
三
十
度
東

に
向

ひ十
米
の
地
瓢
に
て
天
井
の
高
さ
二
･八
光
晴
十

来
､
落
石
の
大
な
る
も
の
あ
-
.
奥
行
十
六
米
の
地
鮎

に
で
は
高
さ
減
少
し
て

二
三
米
な
る
も
幅
に
捉
化
な

し
0
右
側
は
賠
舵
側
の
如
-
〇
･
立
米
許
な
る
餓
横
を
噌

ぎ
た
る
が
如
し
O
こ
れ
焼
栗
の
洗
痕
な
ら
ん
.
奥
行
十

九
米
に
し
て
落
石
多
-
先
に
進
み
難
,FJも
漸
や
-
突
放

し
て
二
十

】
兼
の
鮎
に
至
れ
ば
天
井
は
〇
･五
米
､最
後

は
落
木
を
以
て
塞
が
れ
た
-
｡
両
北
方
向
の
随
迫
は
落

石

叫
股
に
少
し
｡奥
行
十
米
に
て
天
井
の
高
さ
二
･五
兼

右
側
に
落
石
多
L
J奥
行
十
二
兼
に
て
幅
十
二
米
あ
り
｡

奥
行
十
Jfi
l兼
に
て
天
井
ま
で
の
高
さ

こ
こ

兼
幅
九
米

に
減
す
r7
以
前
賓
測
せ
し
畔
に
隔
雅
に
減
少
し
て
敢
路

鮎
也
ビ
=･3
ひ
地
鮎
を
過
ぎ
し
に
奥
行
十
八
米
の
地
瓢
に

て
両
び
高
さ

∵

叫
米
ど
な
･C,
奥
行
二
十
米
に
て
幅
六

米
あ
-
底
石
は
.
二
度
の
傾
き
を
な
し
て
上
-
二
十
四

米
に
て
天
井
だ
底
ビ
舶
合
せ
-
C

十
三
も

肘
本
棟
坑

lt
本
給
坑
f̂J
は
大
証
の
初
年
頃
に

7.
本
松
あ
-
L
が

嬰

7番

第
六
幼

蔓

小

四

O

故
に
里
人
は

7
本
舷
を
以
て
地
の
名
粥
ビ
せ
る
も
今
は

一
本
松
な
-
小
舷
称
あ
-
G
東
経
野

手

入
皮
四
十
六

分
十
二
秒
北
緯
三
十
二
度
三
十
五
分
五
十
七
秒
の
地
に

あ
LJl
｡
入
口
は
官
命
坑
式
に
て
隠
遁
中
央
の
天
井
の

叫

部
分
に
口
あ
-
来
及
酉
の
方
向
に
向
ふ
二
促
進
あ
わ
｡

光
に
向
ふ
も
の
は
入
E3
の
天
井
の
高
さ
山
米
.幅
二
立

替

iS･-
.
北
車
†
五
度
兼
に
進
む
Q
底
は
泥
土
な
ら
.

奥
行
五
米
に
て
天
井
は
O
｡五
水
底
は
卒
な
-
.奥
行
十

米
に
て
高

さ
∵
五
光

晴
十

叫
米
あ
-
此
鮎
に
て
左
側

に
牝
甘
四
十
皮
兼
の
方
向
に
支
脈
の
加
-
幅
麟
-
十
五

米
に
及
ぶ
所
あ
も

中
央
の
高
さ
は
二

立

米
や

｡
屋

根
状
に
両
側
下
れ
-
入
口
よ
-
支
脈
に
向
ひ
二
十
米
の

瓢
は
幅
は
二

〇
立

米
あ
-
右
側
は
4
脈
の
左
側
ビ
相

通
す
る
を
以
て
iil脈
の
左
側
の

Z
部
分
が
拡
大
せ
る
も

の
ゝ
如
し
｡
入
口
よ
-
奥
行
二
十
米
に
て
高

さ
〇
･八
米

英
幅

7
0
去

来
方
向
は
北
九
十
度
束
な
㌔

三
十
米
の

奥
行
に
て
高
さ
〇
･七
幅
四
来
あ
-
1奥
行
三
十
九
米
に

て
左
石
に
別
る
｡
右
支
脈
は
入
来
の
長
さ
あ
う
｡
北
首

四
十
旋
光
に
向

へ
Fc,｡
尭
脈
は
北
に
向

へ
-
何
れ
も
三

十
九
米
の
鮒
仰に
で
底
泥
土
に
接
せ
-
､
底

泥
は
次
土
に



あ
ら
や
し
て
粘
着
性
あ
る
粘
土
な

-
｡
天
井
の

叫
部
分

に
熔
軍

で

粘
土
側
壁
よ
-
準

り
て
底
土
を
な
せ
る
標

を
明

瞭

に

観
察

し

た

㌔

ー
隊

迫

は
構
低
地
に
向

へ
る
も

の
な
る
も
此
の
血

土
牙
升
側
よ

-
階
落
し
て
先
を
知

る

に
由
〝
言

に

至
-
し
も
の
な

ら

ん
だ
州
心
は
る
0

次
に
入
口

よ
-
西
側
の
も
の
は
入
口
の
幅
二
元

あ
る

･･(
･.::JljJI

.:I･:
I.
..･[=
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